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(i) 

1P における接線の傾きは、 1xx  における )(xf の微分係数 )( 1xf  で与えられる。 

1P における接線は、傾きが )( 1xf  で、 1P を通る直線であるから )())(()( 111 xfxxxfxg   

)())(()()()()( 111 xfxxxfxfxgxfxh  とすると、 0)( 1 xh である。 

)()()( 1xfxfxh  であるから、 0)( 1  xh である。 

 

今、 baxxxxQxh  2
1))(()( とおく。 axxxQxxxQxh  ))((2))(()( 1

2
1 であるから、 

0)( 1  xh より 0)( 1  axh  0)( 1 xh より 0)( 11  bbaxxh  0 ba  

したがって、 2
1))(()()()( xxxQxgxfxh  と書けて、 )()( xgxf  は 2

1)( xx  で割り切れる。 

同様に、 )()( xgxf  が 2
2 )( xx  で割り切れることも示される。(証明終) 

 

(ii) 

)()( xgxf  は、 2
1)( xx  と 2

2 )( xx  で割り切れ、 )(xf が 4次式で、 4x の係数が1であることから、 

結局、 2
2

2
1 )()()()( xxxxxgxf  である。 

解と係数の関係より、 )()( xgxf  の 3次の係数は )(2 21 xx  であるが、これが 0 に等しいから 

 021  xx  12 xx   2
1

2
1 )()()()( xxxxxgxf   

求める面積は、    
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したがって 
5

1
15

16
xS   ……(答) 


